公民科学習指導案
１・教科・単元名

教科―「高校　政治･経済」

単元名―第２編「現代の政治と民主社会」

第2章 日本国憲法と民主政治

１･日本国憲法の基本的性格
２．単元目標

　１．日本の政治体制のしくみを理解する。

　２．日本国憲法の内容や特色について理解する。
　３．日本の政治制度と現在日本の政治について理解する。

　４．日本と世界の国際関係および国際政治について理解する。
３．指導計画
第２編「現代の政治と民主社会」（２２時間）

第1章 民主政治の基本原理・・・４時間
1． 政治と国家

2． 民主政治の原理と発展

3． 現在の民主政治

4． 世界の主な政治体制

第２章　日本国憲法と民主政治・・・４時間
１･日本国憲法の基本的性格（本時２／４）
２.平和主義

３．基本的人権の保障

第３章　日本の政治制度・・・５時間
1． 日本の政治制度の仕組み

2． 国会

3． 内閣

4． 裁判所

5． 地方自治
第4章　現代日本の政治・・・４時間
1． 戦後政治の歩みと未来への課題

2． 政党と選挙

3． 行政機能の拡大と官僚制

4． 政治参加と世論

第５章　国際政治と日本・・・５時間

１．国際政治と国際法

２．国際連合と国際協力

３．戦後の国際政治の動向

４．現代国際社会の課題

５．国際政治と日本
５．本時の目標

· 日本国憲法施行までの流れを理解する。

· 大日本帝国憲法と比較しながら，日本国憲法の特色（国民主権，基本的人権の尊重，平和主義）を学ぶ。

６．教材

実教出版　「高校　政治･経済」３２～33頁
授業用プリント

	時間
	学習内容
	教師の動き
	生徒の動き
	指導上の留意点

	導入

（５分）
	· 本時の方針を説明する。

· 日本国憲法に関するイメージを考える。
	· 本時の学習内容・形式について説明する。

· 日本国憲法に関する生徒の現段階における知識・イメージを聞いてみる。
	・日本国憲法に関する知識・イメージを答える。
	· 教科書の内容よりも掘り下げて，プリントに沿って進めていくことを注意する。

· 生徒たちに挙げてもらった事項とこれから教える内容がどれくらい一致しているかそれを踏まえて講義を聴いて欲しいと促す。

	展開①
（20分）
	日本国憲法制定までの流れを学習する。

・制定の背景➝ポツダム宣言を受諾し，連合国に降伏後，GHQが民主的な国家改革を要求

・内容➝GHQの意向が強い。
・制定まで➝日本政府が天皇統治の「国体」を護持したため，GHQの最高司令官マッカーサーが，日本政府に憲法改正の要求を示唆。憲法問題調査委員会をへて，マッカーサー草案が基となり,政府案となる。帝国議会で，憲法改正案を加えて修正し，成立，公布
	・教科書５２項の「日本国憲法の成立」の所を生徒たちに読んでもらう。（生徒たちを見渡す。）
· プリント学習を指導。5分で穴埋めするように促す。

· 大日本帝国憲法がどのような憲法だったのか，戦時下の日本の国家体制や庶民の暮らしについて考えさせながら講義する。←ノート等を参照させながら，前回の復習を促す。

· なぜ，GHQの意向が強く現れたのかを講義する。←中学時代の歴史の知識を想起させる。
· なぜ，憲法問題調査委員会が設置され，審議されたのかを講義する。←流れを説明した後，生徒に発表してもらう。
	・生徒たちに教科書を読んでもらう。

・教材などを指導して穴埋めする。

· 大日本帝国憲法がどのような憲法だったのか確認する。戦時下の日本の国家体制や庶民の暮らしについて考える。

· なぜ，GHQの意向が強く現れたのかを理解する。

· なぜ，憲法問題調査委員会が設置され，審議されたのかを理解する。

	・大日本帝国憲法がどういった内容だったのか把握させる。

・戦時下の日本の政治体制についての説明も踏まえて，その当時の日本の様子を思い起こさせる。

・憲法問題調査委員会で，日本が中心となって考えるはずだったのに，マッカーサー草案が政府案になったのか必ず説明する。

	展開②
（2５分）
	日本国憲法の内容について学習する。

· 特色➝国民自らが制定した憲法（民定憲法）である。国の最高法規であり，改正に慎重な手続きを求められる硬性憲法である。

· 基本原理➝国民主権・基本的人権の尊重・平和主義
· 天皇の地位について➝天皇はあくまで，国家の象徴であり，実質的な権力者ではない。
	民定憲法とは何か。民定憲法の反対は何かを理解する。
・教科書５３項の「日本国憲法の基本原理」の所を生徒たちに読んでもらう。（生徒たちを見渡す。）

· プリント学習を指導。5分で穴埋めするように促す。
· なぜ最高法規であるのか，硬性憲法であるのか講義する。←説明した後，意見をいってもらう。
· どうして，このような基本原理になったのか説明する。←戦前の歴史や大日本帝国憲法についてノートなどを参照させながら，思い出させる。
· 国民主権・基本的人権の尊重とは何かを理解させると同時に，国民の立場を説明する。←選挙などの身近な例を参考にして説明。
	・生徒たちに教科書を読んでもらう。

・教材などを指導して穴埋めする。

· なぜ最高法規であるのか，硬性憲法であるのか理解する。

· どうして，このような基本原理になったのかを理解する

· 国民主権・基本的人権の尊重とは何かを理解させると同時に，国民の立場を理解する。
	· 大日本帝国憲法と比較しながら進める。

· 大日本帝国憲法下での国民の権利を交えながら説明する。

· 大日本帝国憲法下での天皇立場を踏まえて説明する。

	まとめ

（10分）
	本字学習したことを振り返り，憶えて欲しい点を改めて確認し，定着させ，印象を残す。
	· 大事な点，定着したか確認させ，わからない点があったら質問させる。
· ・復習プリントを穴埋め，講義を聴く。
	・大事な点，定着したか・確認する。わからない点があったら質問する。
・復習プリントを穴埋め，講義を聴く。
	日本国憲法についての纏めプリントを使用して復習する。


